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に
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、相
手

の
音
声
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に

出
る

▼
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電
話

機
を
設
置
。迷
惑
電
話
防
止
機
能

付
き
電
話
機
は
、着
信
時
に
自
動

で「
警
告
音
声
」が
流
れ
る
の
で
、

犯
人
は
電
話
を
切
る
な
ど
被
害
防

止
に
有
効
で
す
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衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、し
尿
や

浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
浄
化
処
理
し

た
後
の
沈
殿
物
を
有
効
活
用
し

た
、炭
化
肥
料「
タ
ン
ピ（
炭
肥
）く

ん
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

脱
水
乾
燥
さ
せ
、７
０
０
度
以

上
の
高
温
で
炭
化
・
殺
菌
処
理
す

る
た
め
、ほ
ぼ
臭
い
が
な
く
、乗
用

車
で
も
持
ち
帰
り
で
き
、水
稲
、野

菜
、果
樹
、庭
木
な
ど
幅
広
く
利
用

で
き
ま
す
。

　

な
お
、学
校
の
花
植
え
作
業
や

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
営
利
を

目
的
と
し
な
い
地
域
活
動
な
ど
に

は
、無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

窒
素
２
・
０
㌫
、リ
ン

　

宮
内
庁
は
、「
令
和
３
年
歌
会
始

の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要

領
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

歌
に
詠
む
場
合
は「
実
」の
文
字

が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、

「
実
験
」「
果
実
」の
よ
う
な
熟
語
に

し
て
も
、「
実
る
」の
よ
う
に
訓
読

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

❶
詠
進
歌
は
、お
題

を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一

人
一
首
と
し
、未
発
表
の
も
の
に

限
る
❷
書
式
は
、習
字
用
の
半
紙

を
横
長
に
用
い
、右
半
分
に
お
題

と
短
歌
、左
半
分
に
郵
便
番
号
、住

所
、電
話
番
号
、氏
名（
本
名
、ふ
り

が
な
つ
き
）、生
年
月
日
、性
別
、職

業
を
縦
書
き
で
記
入（
書
式
図
参

照
）❸
記
載
事
項
は
半
紙
に
毛
筆

で
自
署
❹
病
気
な
ど
に
よ
り
記
入

で
き
な
い
場
合
は
、代
筆
や
ワ
ー

プ
ロ
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
使
用
も

可
。自
署
で
き
な
い
理
由
、代
筆
者

の
住
所
、氏
名
を
別
紙
に
記
入
し

添
付
す
る
こ
と
。視
覚
障
害
の
あ

る
人
は
、点
字
で
も
可

次
の
場
合
は
失
格
と

な
り
ま
す
❶
お
題
を
詠
み
込
ん
で

い
な
い
場
合
、短
歌
の
定
型
で
な

い
も
の
、用
紙
が
縦
長
の
場
合
❷

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

や
毛
筆
で
な
い
場
合
❸
既
に
発
表

さ
れ
た
短
歌
と
同
じ
場
合
や
類
似

し
て
い
る
場
合
❹
詠
進
歌
を
歌
会

始
前
に
、新
聞
、雑
誌
そ
の
他
の
出

版
物
、年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発
表

し
た
場
合
❺
代
筆
の
理
由
書
を
添

え
た
場
合
を
除
き
、同
筆
と
認
め

ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌
❻
記
載

事
項
に
不
備
が
あ
る
な
ど
詠
進
要

領
に
よ
ら
な
い
場
合

封
筒
に「
詠
進
歌
」と

記
入
し
、９
月
30
日（
水
）ま
で
に

「
〒
１
０
０
―
８
１
１
１
／
宮
内

庁
」宛
て
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
を
同
封
し
て
、９
月

20
日（
日
）ま
で
に
宮
内
庁
式
部
職

宛
て
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
詠
進
要
領
な
ど
詳
し
く
は
宮

内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://
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）を
ご
覧

く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い

中
、妊
娠
中
の
労
働
者
は
、職
場
の

作
業
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
、感

染
へ
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、妊
娠
中
の
労
働
者

の
母
性
健
康
管
理
を
適
切
に
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、男
女
雇
用

機
会
均
等
法
に
基
づ
く
母
性
健
康

管
理
上
の
措
置
と
し
て
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

措
置
が
新
た
に
規
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

妊
娠
中
の
労
働
者
が
、保
健
指

導
・
健
康
診
査
を
受
け
た
結
果
、作

業
内
容
な
ど
に
お
け
る
感
染
の
恐

れ
に
関
す
る
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス

が
、母
体
ま
た
は
胎
児
の
健
康
保

持
に
影
響
が
あ
る
と
し
て
、主
治

医
や
助
産
師
か
ら
休
業
や
自
宅
待

機
な
ど
の
指
導
を
受
け
、事
業
主

に
申
し
出
た
場
合
、事
業
主
は
指

導
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５
月
７
日

（
木
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日（
日
）

宮
城
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室
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県
内
で
は
、オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
増
加
し

て
お
り
、特
に
高
齢
者
が
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、犯
人
か
ら
の
電
話
を

直
接
受
け
な
い
こ
と
が
効
果
的
で

す
。大
切
な
家
族
が
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
に
も
、次
の
対
策
を
検
討

く
だ
さ
い
。

▼
振
り
込
め
詐
欺
や
迷
惑
電
話
防

止
の
た
め
、自
宅
の
電
話
機
を
常

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、「
事
前
予
約
」を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。待
ち
時
間
の
少
な
い「
予

約
相
談
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す※
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年
金

番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
）を
用
意
し
て

㊎
㊏

◉

☎

く
だ
さ
い

　

予
約
は
、全
国
共
通
の
予
約
専

用
受
付
電
話「
０
５
７
０（
０
５
）

４
８
９
０
」で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、電
話
で

の
年
金
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
の
給
付
関
係
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▼
年
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・
免
除
関
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▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）
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酸
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、カ
リ
ウ
ム
１
・
０
㌫

１
袋（
15
㌔
）＝

１
６
０
円（
税
込
み
）

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分（
土
日
、祝
日
、年
末

年
始
は
休
業
）

衛
生
セ
ン
タ
ー

（
エ
コ
ラ
ン
ド
と
め
）
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